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カジメ gcふ～銚ぬぐαむαほ褐成規コンプ料に属し，主として表日本中部太平洋辟の漸深澤に，ア  

ラメ 鼠脚血鉦印南とともに碑中林を形成する大型の多年性海藻である。また，アワビ・サザ  

エ・ウニ等の有用動物の飼料源として，水魔土盛薯な役割を果している。   

カジメ群落の分布や生成に関する生態学的研究にほ，これまで岩簡（1968恥ユ968b，1971），林瀾  

（1977），岩締ら（1979），高閣（1979），大野・石川（1982），離卜前川（1982，1983），笠原・大野  

（1983）らの天然群落の実測・観察にもとづいた報告がある。また，近年浅軸漁場開発の必要性か  

ら，漁場拡大や磯焼け漁場回復のための群落造成試炊が各地で進められている。しかしながら，  

群落の造成・管理技術の基瀾となる群落構造に関する研究ほ少なく偶闘979），この方面の研儲  

が期待されている。   

本郷究は，アラメについて行った商戦（前‖い客m1984）にひき続き，カジメの群落構遷を定  

温的に解析するための基礎資料を得る目的で，カジメ藻体における相対生長の季節変化を比収・  

検討したものである。その綾軋群落の構造や更新の実態およびそれらを解析する基準形磐等に  

っいていくつかの知見を得たのでここに報告する。  

研 究 方 法   

三蕊県志摩半偽の英厳湾口に位置する浜  

換地先，水深約Smの岩礁池澤を研究対象  

域とした（Fig暮1）。この水城はやや波浪弱く  

起伏に富む岩礁城からなり，水深5m以浅  

でアラメが，それ以保ではカジメがよく鱗  

茂し，水深8nl附近はほぼカジメの純群落  

となっている（沓m・前川1983〉。  

1983年3月から1984年3月にかけて，2  

～3ヶ月間隔で計6恒＝こわたり，ほぼ同一  

水深から大小様々な150個体前後の械本を  

刈り取った。描潤した櫻本は前報（前川  

審m1984）と同様に，淡水で洗浄後，基部  

と楽部に分離し，基氏・茎径と落部・楽部  

および個体の乾麓駄蔽びに生長輪数の測定  

を行った。今回の研究では根動こついては  

測定しなかった。茎戌は生長点から茎の股  

下部までの長さとし，茎径は茎下部の繚も  

太い部分の麗径を測窟した。乾燥蕊巌は天  

日乾燥である程度水分を除去し，その後約  

85℃で8時間送風乾燥し，杯盤して求めた。  

生佼輪は，茎下部の断耐こみられる輪級数  

を数えたく，  

F痩．1‘Maps or】ocationlVher（ラEcふJo几ざβ fronds  

examiIled wel・e COllected．   
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結  果   

カジメの茎濃に対する茎都・基部および憫体盈蕊などの間には，それぞれの組合せで明瞭な相  

対生反関係がみられた。まず，芸濃と個体盛蛍との相対生濃の季節変化をFig．2に示す。図中の  

（
ひ
）
 
P
こ
O
L
軋
 
≠
0
 
■
エ
D
二
二
響
3
＋
、
r
L
白
 
 

1  10  1001  10  1081  1（〉  100  

8七まp轡L僻nQ七hくくm）  
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I、；ng（○〉，とWO ri咽S（A）and three】－ings（△）．  

各個体は生反哺数によー）区別して表示した。生成輪は3噛まで計数することができたが，3輪の  

生長輪を持つ個体の割合は，年間を通じて低かった。   

3月では，前年の動から冬にかけて発芽した線輪群がみられ，その茎の伸長は速く，すでに8  

C■痛J後に達する個体も認められた。1輪暦ほ茎凝8c打1から20ないし30cnlの範囲であり，それ以上  

は2輪群およぴ3輪群となっていた。2輪群と3輪群は明確に分離しないが，茎蓬の使い個体で   
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3輪群の占める割合が高い。この芸濃範囲は6月から10月にかけてほとんど変らず，各輪群の相  

互間係に大きな変化はみられなかった。12月になると，鰍輪群の芸濃はほぼ5cnlまでの範囲で成  

り，10月までの時期にみられた5～10c－1－までの無愉群は，12月では1輪群に移行している。すな  

わち，カジメでは11月噴から生養繭の形成が始まり，12月ほ各輸群が移行の途中と考えられる。  

1983年3月には各輪群は移行が完了し，新たに新生の無輪群が出現し，前年の3月とほぼ剛球の  

状態となる。ここで，1983年3月と1984年3月の回帰式を伊藤（1953）の方法により，傾斜の差と  

位置の差を危険率1％で検定した結束，両者に有意の差は認められなかった。   

個体盈蕊の季節変化を芸濃80cIれの大型個体を側にFig．1から計算してみると，1983年3月では  

約68gであったが，漸次増加し，8月には約120gと年間を通じて政商に適 した。その後個体盈  

鼠は減少し，12月には約45gと敢も低くなー），翌年3月には約80gまで増加した。   

次に，茎反と基部および楽部蕊鼠との相対生長関係をFig．3，4に示す。ここでほ例として8月  

と12月について図示した。茎長と基部麓鼠との回帰式（Fig．3）は年間を通じてほぼ一億しており  
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Fig．3．Allometrie relation beいV8en Stipelen紳and（lrさrlVeig如of stipein Au卯St  

and王）ece汀】be】・，ユ983，Regl・eSSion equation and correlation coefficient are  

ShoIVn tOgetller．Symbol＄S】101V fI・OndsIVi抽no ring（◎），One】ting（○），  

tlVO rings（A）and tkee rings（△）．   

傾きは1，965～2．003，位選ば…2．300－－2．141の範囲であった。また，相聞係数も0．994以上と  

商い倦を示した。これに対し，叢戊と楽部麓蛍との剛沼式（Fig．4）は季節により変化が大きく，特  

に12月では，基底20c■T－以上の2，3輪著浮の基部盈鼠は4～20gの範問で大きく変動した。また，  

相関係数も基部盛巌の場合に比べ低い。いずれにしても上述のようにカジメの茎戊に対する藻体  

各部の義盈には明瞭な相対生反関係が成立する。  

1983年8月における茎楼と個体蔑蒐との阻係を，叢長の場合と同様に桓I帰式を計算し，Fig．5  

に示した。相関係数はOj64と高い條を示すものの，直線からはずれる個体が多くみられ 特に茎  

径1．5cI－－以上の大型個体で著しい。このような傾向は年間を通じてみられ，また，賞径と基部およ   
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August，1983．】モeg！1ession equation and corl・e】ation coefficie】1t aI・e shol川  

together．Sy一門bo】s sholV fronds w摘InOIting（◎），One－・ing（○），tWO ring  
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び楽部威儀との関係においてもみられた。そこで，例として1983年10月における茎長と茎径との  

関係を両対数グラフで表わしてみると，対数寓線関係はみられず，茎径の他に上限値をもつ、  

L  l   l  

－  ト （SL：芸濃，SD：茎径，D：基経の上晰軋a，b：定数）  
メ1．∴、さ】）－．  

の拡張相対生長式で表わすことができた（Fig．6）。茎径の上限値闇2．34ユ川であl），この値は年間  

を通じてほぼ仰・志していた。  
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考  察   

本研究は，前報（前川・素性‡1984〉のアラメについて行った研究と同様の目的で，カジメにつ  

いて相対生長関係の季節変化を比較t検討したものである。   

カジメはアラメと異なり，茎避と基部・基部および個体忍嵐との相対生長式ほすべて1本の牒Ⅰ  

帰麗練で表わすことができる。これほ，アラメでほ発芽後約1年で分党し，形態が大きく変化す  

るのに対し，カジメでは幼休から成体までこのような形態上の大きな変化がなく生長するためと  

考えられる。   

林瀾（1977）は，伊豆半海沿樺Ⅵ璃ジメの生長愉について観察・検討を行い，生長輪は4ないし  

5縮まで計数することができ，生長愉の形成ほ1月を含む冬期であろうと推定L，生長輪を年令  

プ‡ラ肇‡として利用できることを報告している。本研究に用いた志摩半島浜島地先のカジメでは，生  

蓬輪が3愉ク）個体までしかみられなかった。また，三盛り否も治繹の他の地域についても4年箋≡】（3   
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輸）のものまでみられ，同様な結束であった（審m・前川1983）。茎茂についても三盛県沿辟のカ  

ジメの放火芸濃は90cI¶前後であるのに射し，伊豆半島沿緯のカジメでは，岩橋（1968）の報告にも  

みられるように120～180c打1の良さに適している。このように，伊豆判義治辟のカジメは三蕊県沿  

岸のカジメに比べ大型であり，また奔命も1～2年長く，年級肝交代の様相にも差興があるもの  

と考えられる。生長輪の形成時期は，本研究でほ11月頃から翌年3月までの問であり，この点は  

伊豆判義治辟ク）カジメとほぼ血致している。   

カジメの基底に対する基部蕊遍の相対生成は年間を通じてほぼ山定している。これに対し，茎  

艮に対する基部盈鼠の相対生成は季節によって変動し，特に秋期から冬狩＝こかけて大型個体の基  

部の減少が著しい。これは，カジメほ8月頃から成熟が始まり，瀞滋子を放出した葉状部が，軟  

から冬にかけて順次脱落するためである。冬期には，2輪以上の個体では側薬は片側で数枚残る  

程度となる。このように，カジメの個体数嵐の季節変化は，主に楽部の季節変化によると考えら  

れる。   

カジメの茎径は㌢寧日から4年鋸こかけてその増大率闇著しく低下する（Fig．6）。このような  

傾向はイ勘羨利島沿辟のカジメについてもみられ，茎虜60～80cmで義援ほ約2．5cIllのほぼ上限に透  

する（林闘1977）。ニれに対し，基底の伸長率ほ4年‡∃までほぼ岬・麗しており（薯Ⅶヨ・胡川＝982，  

ユ983），この期関内では上限に透しない。したがって叢戌と茎径の関係ほ，茎後に上限値をもつよ  

うな拡張相対生長式で表わすのが適当であると考えるひ   

カジメ群落を解析するための基準形欝として，茎長は茎灘・基部および瀾体温鼠との間に！明瞭  

な相対生養関係を有し，測定も比較的答虜である。特に，個体櫻裁決などにより，天然群滞を菊  

弘状態のまま測髄する場合には，測定の雉易性ほ亜要な条件である。また，群落の高さ，すなわ  

ち立体構造を調査する上でも，茎艮ほ解析基準として敢も適した形磐と考えられる。   

今後の沫題として，群落更新の実態や機構を解明するためには，さらに茎茂組成や生習密度の  

季節変化から，句摘那祥交代の様相を把握する必要があると考える。  

要  約   

三並県志摩半島，浜島沿鐸のカジメ藻体における相対生成の季節変化を比絞・検討し，次のよ  

うな結果を得た。  

1）カジメの茎長に対する茎郎・基部および個体盈還との閏には，それぞれの組合せで明瞭な種   

村生成関係が成立することが認められた。  

2）芸濃と温径との関係は，茎径の値に上限値をもつ紘張瀾刈優遇式で表わすことができた。  

3）生皮場数は3輪まで認められた。また，生鋸輪の形成時期ほ，11月噴から3月までの聞と考   

えられる。  

4）各愉群ほ年級群として把握することができ，各年級群の学齢変化から，更新の様相が明らか   

にされた。  

5）茎▲長ほ藻体各部との聞に相対生長関雁が成立することや測定が容易であることなどから，群   

落構造を解析する基準形質として適切と思われる。  
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